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１ まえがき  

2011 年以降、ビッグデータという言葉が脚

光を浴びている。インターネットの普及に伴

う新たなサービスが出現している。例えば、

インターネット上のカード電子決済、また、

フェイスブック等のソーシャルネットワーク

サービスがある。そして、これらサービスで

用いる多種多様かつ大量の情報が、電子化さ

れた状態で保持されており、今後、さらに増

加することが予想される。ビッグデータとは、

これら大量なデータの情報源のことを称して

おり、それらの有効活用が期待されている。

また、2011 年のインダストリー4.0 は、Ai、

ioT、ビッグデータの三要素が結び付き、次世

代の産業を発展させようとしている。 

本稿では、発展が著しいアジア圏におけるビ

ッグデータ関連研究に着目して、その研究動

向と共に中心的研究者とその組織構造を明ら

かにして考察するものである。分析では、書

誌データからビッグデータ関連論文を抽出し

て、共著情報を主としてグラフ理論の各中心

性指標と専門性指標にて分析を施し各国の分

野間協調について考察を行った。 

 

２ アジアにおけるビッグデータ論文に

ついて 

ビッグデータ関連研究の歴史は浅く、2010

年代に入り、ビッグデータ研究が世界的に盛

んになり、その勢いは増している。図１は

2017 年における国別のビッグデータ研究の

論文数を比較したものである。これは、

Clarivate Analytics社のWeb of Science(以

下、WoS)の書誌データベースを元に算出した

ものであり、ビッグデータ分野における日本、

アジア、アメリカの論文数である。2011年頃

よりビッグデータ関連研究が活性化している。

実際の検索方法としては、WoS の詳細検索

から TS=(big data)とし、言語とドキュメン

トタイプを English、Articleで検索結果を制

限して、2017年の日本、アメリカ、アジア各

国について調査した。 

big dataという言葉を含む論文は2011年以

降に急激に増加している。このことはビッグデ

ータに関連する研究領域が存在することが考

えられる。世界的に2011年をおきにビッグデ

ータ研究の論文数が急激に増加していること

に関してだが、2011年にドイツ工学アカデミ

ーとドイツ連邦教育科学省が発表したインダ

ストリー4.0が要因として考えられる。これは

ドイツ政府が推進する製造業の高度化を目指

すコンセプトであり、国家的戦略的プロジェク

トである。また、アメリカの研究論文数が圧倒

的に多いことも見て取れ、その後にアジアの各

国が続いている。 
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図1 国別のビッグデータ研究の論文数の比較 

 

 

３分析 

日本のビッグデータに関する論文はコンピ

ュータサイエンスと工学の分野の論文が非常

に多く、互いに強いつながりがある。生物学、

生化学と地球科学は論文数が少なく、弱いつ
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    図 2 日本の各分野の著者数 

114
67

2
49
128 3

1143
1322

4

901
1005

5

13
52

6

2
9

7

185
446

8

4
47

9

5
25

10

6
18

11

15
77

12 0
7

13
1

9
14

38
93

15

22
55

16

3
13

17

1
7

18

12
52

19

8
19

20

0
1

21

1
12

22

0
2

分野内リンク

著者数

分野間リンク: 30件以上

図３ 中国の各分野の著者数 

ながりが示されている。また、臨床医学の

分野の著者が多く化学と工学の分野の著者と

のつながりがある。 

韓国のビッグデータに関する論文はコンピ

ュータサイエンスに関する論文が非常に多く、

化学、社会科学、総合、環境、生態学といっ

た分野とのつながりがある。また、臨床医学

の分野の著者が多く化学と工学の分野の著者

とのつながりがある。 

中国のビッグデータ関連論文はコンピュー

タサイエンスと工学の分野の論文が非常に多 
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図 4 韓国の各分野の著者数 

 

 

く、互いに強いつながりがある。また、化学

と臨床医学に関する著者が多く、互いに強い

つながりがある。 

 

 

５ まとめ 

分析対象は 2017 年における日本、韓国、

中国のビッグデータに関する論文である。日

本、中国、韓国で比較した時、著者に関して

共通して、臨床医学の分野の著者が多く化学

と工学の分野の著者とのつながりがある。ビ

ッグデータに関する論文は、アジアの論文が

多い中国、韓国、日本においては同じ分野の

著者が、特定の分野の論文を執筆している傾

向が非常によく見られる。 
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